
河川整備計画の変更について（多摩川）
 近年の水災害の頻発に加え、今後、気候変動の影響により更に激甚化するとの予測を踏まえ、治水計画を「過去の
降雨実績に基づくもの」から「気候変動の影響を考慮したもの」へと見直し、抜本的な治水対策を推進することとして
いる。

 多摩川水系河川整備基本方針は、令和５年３月１３日に変更している。
 多摩川水系においては、気候変動を踏まえた「河川整備計画」の変更に向け有識者会議を開催した。

第４回多摩川河川整備計画有識者会議

○日時：令和６年１０月３１日（木）10:00～12:00

○場所：大師河原干潟館 ２階 会議室

○議題：第１回から第３回までの有識者会議

の振り返りについて

【説明内容】

第１章 多摩川水系河川整備計画変更に

向けたこれまでの議論等

第２章 現行計画の主な事業・対策

第３章 前回までの会議における主なご意見

第４章 主な施策の動向

第５章 整備計画変更のポイント（案）

第６章 次回以降のスケジュール

（整備計画策定までの流れ）

会議の写真

■委員（１２名中１０名出席）
会議所 属委員名No.

出席東京都立大学都市環境学部 教授朝日 ちさと1

出席東京大学 名誉教授池内 幸司2

出席神奈川県水産技術センター 内水面試験場 場長小川 砂郎3

出席東京都島しょ農林水産総合センター 振興企画室長小野 淳4

出席東京農工大学 大学院農学府 教授加藤 亮5

出席政策研究大学院大学 教授知花 武佳6

出席日本大学 経済学部長手塚 広一郎7

出席公益財団法人日本鳥類保護連盟 評議員葉山 嘉一8

欠席府中市郷土の森博物館 館長深澤 靖幸9

出席中央大学研究開発機構 教授福岡 捷二10

欠席中央大学研究開発機構 教授古米 弘明11

出席東京農工大学農学部 功績教員星野 義延12

（オブザーバー：東京都・神奈川県）

福岡捷二座長
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